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2022年度以降の成人式も20歳で実施します／
人権啓発学習会の結果
宝くじ助成事業／心の眼
公民館報
地域おこし協力隊が行く
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卒園おめでとう

北御牧保育園

田中保育園

菊地美和子園長先生から
　元気にはばたけ、30人の元気なみまきっこ！！
　自分も仲間も大切に、夢にむかって頑張ってね。応援しています。

春原和美園長先生から
　35人のお友達と作った沢山の思い出を胸に、元気いっぱいの一年生になってくださ
い。いつも応援しています。

放送日のお知らせ

東御市保育園・幼稚園　卒園記念番組
みんな元気に!もうすぐ1年生

■田中保育園
◦3月 9日（月） 9：00～／15：00～／21：00～
◦3月16日（月） 9：00～／15：00～／21：00～
■滋野保育園
◦3月10日（火） 9：00～／15：00～／21：00～
◦3月16日（月） 10：00～／16：00～／22：00～
■祢津保育園
◦3月11日（水） 9：00～／15：00～／21：00～
◦3月17日（火） 9：00～／15：00～／21：00～
■和保育園
◦3月12日（木） 9：00～／15：00～／21：00～
◦3月17日（火） 10：00～／16：00～／22：00～
■北御牧保育園
◦3月13日（金） 9：00～／15：00～／21：00～
◦3月18日（水） 9：00～／15：00～／21：00～
■海野保育園
◦3月14日（土） 9：00～／15：00～／21：00～
◦3月18日（水） 10：00～／16：00～／22：00～
■くるみ幼稚園
◦3月15日（日） 9：00～／15：00～／21：00～
◦3月19日（木） 9：00～／15：00～／21：00～

■田中保育園	 3月 9日（月）、18日（水）
■滋野保育園	 3月10日（火）、19日（木）
■祢津保育園	 3月11日（水）、20日（金・祝）
■和保育園	 3月12日（木）、23日（月）
■北御牧保育園	 3月13日（金）、24日（火）
■海野保育園	 3月16日（月）、25日（水）
■くるみ幼稚園	 3月17日（火）、26日（木）

祢津保育園

春日井真由美園長先生から
　一緒に過ごした32名の祢津保育園のお友達。思い切り遊んで楽しい思い出
が沢山できましたね。元気いっぱい大きく羽ばたきましょう。応援しています。

とうみチャンネル（CATV004チャンネル）

はれラジ（エフエムとうみ）78.5MHz

8：05～／10：00～／14：00～／17：35～放送時間
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もうすぐ1年生 !

滋野保育園

和保育園

海野保育園 くるみ幼稚園

竹内美衣園長先生から
　皆とたくさん遊んで心も体も大きくなったね。自分に自信をもって得意な事・
好きな事に向けて羽ばたいてください。応援しています。

小林己和子園長先生から
　保育園で楽しかったこと、びっくりしたこと、うれしかったこと、沢山遊んだこと
を思い出に小学校へ行っても元気いっぱいで頑張ってください。

月岡栄子園長先生から
　みあげてごらんよくるみの木、はっぱがよんでる手を
ふって、あかるいよい子になるように、みんなが大きくな
るように。

関旦子園長先生から
　年長かもしか組の皆さん、卒園おめでとう。リズムや描画、
泊り保育、登山、年長交流などたくましく積み重ね、友達と
のきずなも深まりました。これからもずっと応援しています。

　この 3月に市内の
保育園、幼稚園を卒
園するお友 だちは
221名です。
　もうすぐ１年生！
小学校でも、友だち
たくさんつくろうね。
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　健康保険証としての利用や電子決済時のポイント還元など、今後ますます利用の場が拡大するマイナンバー
カード。まだ申請がお済みでない方にマイナンバーカードの作り方を紹介します。

　個人番号カード交付申請書
兼電子証明書発行申請書（以
下申請書）のある方は二次元
コードを読み取り、自撮りし
た写真を添付して申請できま
す。

　申請書のある方は、申請書を切り取り裏面に写真を添付、申請日・署名をし郵送します。

※通知カードに同封された返信用封筒で送付できます。料金受取人払郵便の有効期限切れ封筒でも送付できます。
　返信用封筒は市役所にもあります。

　市役所窓口でも申請ができます。申請書をお持ちください。写真は市役所でお撮りしますので不
要です。

　本人確認書類ⒶⒷ両方お持ちの
場合、ご自宅にカードを郵送する
こともできます。

　申請書を紛失された場合、再発行しますので下
記の本人確認書類をお持ちください。
Ⓐ１点で確認できるもの：運転免許証、パスポー

ト、在留カード、身体障害者手帳など
Ⓑ２点で確認できるもの：健康保険証、介護保険

証、医療受給者証、年金手帳、学生証など

マイナンバーカード作ってみよう！

１
カ
月
程
度
で
市
役
所
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
け
取
り
案
内
の
は
が
き
が
届
き
ま
す
。

は
が
き
・
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
い
た
だ
く
と
市
役
所
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
受
け
取
れ
ま
す
。

❶ 自撮り（背景単一色のみ可）

❶ 申請書を切り取る

❷ 申請書二次元コード読み取り

❷ 裏面に写真を貼る
　（背景単一色のみ可）

❸ 申請書裏面に
　 申請日・署名を記入

❹ 

郵
送

スマートフォンで申請

郵送で申請

市役所窓口で申請

おすすめ！

写真は
ココに
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　出掛けた先でも証明書が取れて便利なコンビニ交付（コンビニエンスストア※で証明書を取得できるサービス）
の利用が広がっています。３月９日（月）からはコンビニ交付を使って戸籍謄本等を取得できるサービスが加わ
ります。

　東御市に本籍または住民登録があり、マイナンバーカードを取得し、カードに利用者証明用電子証明書の暗証
番号（4ケタの数字）を登録してある方。

　本籍地が住民票のある市町村と違う場合、戸籍および戸籍の附票を取得するためには、事
前に利用登録申請が必要です。
　利用登録申請はコンビニのマルチコピー機または、インターネットで行えます。申請後、
３営業日ほどで利用ができるようになります。

　午前 6時 30分～午後 11時　※年末年始（12月 29日～ 1月 3日）はご利用いただけません。

※コンビニ交付は全国のセブンイレブン、ローソン、ファミリーマート等で利用できます。

マイナンバーカードで
戸籍証明書のコンビニ交付開始

ますます
充実！

利用できる方

コンビニでの証明書の取得方法

取得できる証明書と手数料

利用時間

ご利用前に

●問い合わせ先　マイナンバーカードサポート窓口　市民課　市民係　☎75 －2007

　　　　戸籍証明書（戸籍謄本、戸籍抄本） 450円

　　　　戸籍の附票の写し 300円

　　　　住民票 300円

　　　　印鑑登録証明書 300円

New

New

※住民票・印鑑登録証明書は即日発行できます。
※相続などに必要な改製原戸籍、除籍謄本、住民票の除票、マイナンバーおよび住民票コード記載の住民
票は取得できません。従来どおり市民課窓口でお求めください。

▲戸籍証明書交付
の利用登録サイト

①
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の

メ
ニ
ュ
ー
か
ら

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を

　

選
択

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド
の
読
み
取
り

③
市
町
村
を
選
択
し
、

　

暗
証
番
号（
４
ケ
タ
）

　

を
入
力

④
お
求
め
の
証
明
書
を

　

選
択

⑤
証
明
書
取
得

市報とうみ（2020年 3月）5



目
指
せ
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
ま
ち

～
東
御
市
交
通
少
年
団
の
活
動
～

　

東
御
市
交
通
少
年
団
は
、
市
内
の
各
小

学
校
の
５
・
６
年
生
50
名
（
各
校
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
５
年
生
５
名
、
６
年
生
５
名
）
で

構
成
さ
れ
、
交
通
安
全
啓
発
を
目
的
に
上

田
交
通
安
全
協
会
東
御
部
会
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
年
間
を
通
じ
小
学
校
や
地
域
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
活
動
を
と
お
し
、
学
校
で
交
通

安
全
に
対
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
知
識

を
養
う
と
も
に
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
に

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
２
年
間
活
動
に
参
加
し
た
代

表
者
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　
●
問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課　
生
活
安
全
係　
☎
64

－

５
８
９
６

　
ぼ
く
の
交
通
少
年
団
の
思
い
出
は
、
２

つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
団
長
に
な
っ
た

こ
と
で
す
。
ぼ
く
は
団
長
に
な
っ
た
時
ど

う
し
よ
う
と
困
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
友

達
や
交
通
安
全
協
会
の
方
に
励
ま
し
て
も

ら
っ
た
の
で
、
少
し
安
心
で
き
ま
し
た
。

団
長
に
な
っ
た
こ
と
で
係
の
人
と
関
わ
っ

た
り
で
き
て
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
中
学
で
い
か
せ
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
視
察
研
修
で
す
。
松
本
空
港

へ
行
き
ま
し
た
。
空
港
内
で
は
普
段
な
ら

入
れ
な
い
場
所
に
入
れ
て
も
ら
え
て
、
と

て
も
近
く
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
説
明
を
聞
い
て
と

て
も
勉
強
に
な
っ
た
し
、
近
く
で
見
た
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
は
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。

そ
の
日
は
楽
し
く
て
勉
強
に
な
っ
た
１
日

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ピ
カ
ピ
カ
ペ
ッ
タ
ン
コ
作
戦
で

は
、
来
て
く
れ
た
人
た
ち
に
恥
ず
か
し
が

ら
ず
に
声
を
か
け
て
、
反
射
材
の
シ
ー
ル

を
貼
る
の
を
頑
張
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
人
に
反
射
材
を
貼
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。

　
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
歩
く
と
き
に
車
に

気
づ
い
て
も
ら
い
、
交
通
事
故
に
気
を
付

け
て
も
ら
う
よ
う
に
呼
び
か
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
２
年
間
で
い
ろ
い
ろ
な
事
を
学
ば

せ
て
も
ら
っ
た
り
、
良
い
経
験
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。

　
２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▶
松
本
空
港
に
視
察
研
修
へ
行
き
ま
し
た
。

▶
夜
光
反
射
材
を
つ
け
る
「
ピ
カ
ピ
カ
ペ
ッ
タ

ン
コ
作
戦
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
交
通
少
年
団
の
思
い
出
」

平
成
31
年
度
団
長

田
中
小
学
校　

倉く
ら

島し
ま　
志し

温お
ん
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市
で
は
、
だ
れ
も
が
な
り
う
る
認
知
症

に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
互
い

に
支
え
あ
い
、
認
知
症
本
人
の
尊
厳
を
重

視
し
、
本
人
も
含
め
す
べ
て
の
人
が
自
分

ら
し
く
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
や
す

い
地
域
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
地
域
か
ら
認
知
症
に
つ
い
て
学

び
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
市
と
社
会
福

祉
法
人
み
ま
き
福
祉
会
の
共
催
で
、
令
和

元
年
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
北
御
牧
地

区
の
４
区
（
大
日
向
区
、
上
八
重
原
区
、

島
川
原
区
、
白
樺
区
）
に
お
い
て
認
知
症

学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
認
知
症
地

域
支
援
推
進
員
と
み
ま
き
福
祉
会
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
、
認
知
症
の
種
類
や

症
状
、
も
の
忘
れ
と
の
違
い
、
認
知
症
予

防
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
認
知

症
の
人
と
の
接
し
方
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
で
は
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
真
剣
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
か
ん
た
ん
体
操
で

は
、
笑
い
あ
り
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
意
見
交
換
で
は
、

地
域
で
認
知
症
の
方
を
支
え
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま

し
た
。
親
の
介
護
の
体
験
談
を
話
さ
れ
る

方
、
認
知
症
に
自
分
が
な
っ
た
ら
、
家
族

が
な
っ
た
ら
、
友
人
が
な
っ
た
ら
ど
う
し

よ
う
と
心
配
さ
れ
る
方
、
認
知
症
は
治
る

の
か
、
若
い
人
達
に
も
聞
い
て
ほ
し
い
な

ど
多
く
の
感
想
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
自
分
が
認
知
症
に
な
っ

て
も
自
宅
（
地
域
）
で
暮
ら
し
た
い
と
い

う
意
見
が
多
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課　
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
64

－

５
０
０
０

正
し
い
知
識
を
持
ち
互
い
に
支
え
あ
う
た
め
に

認
知
症
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

▲大日向区

▲上八重原区

こ
ん
な
事
を
や
り
ま
し
た

◦
認
知
症
に
つ
い
て
の
話

◦
認
知
症
の
人
と
の
接
し
方

　
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
）

◦
か
ん
た
ん
体
操

◦
意
見
交
換

　

1
時
間
と
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
み
ん
な
で
一
緒
に
暮
ら

せ
る
地
域
に
す
る
た
め
に
、
参
加
者
自
身

が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

く
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
４
区
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
集
ま
り
等

に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
認
知
症
学
習
会

に
つ
い
て
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▲白樺区
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●問い合わせ先　健康保健課　健康増進係　☎ 64 －8883

　「健康増進法の一部を改定する法律（平成 30 年 7 月 25 日公布）」がこの４月から全面施行され、飲食店・オフィ
ス・事業所などでも、原則屋内禁煙となるほか、20 歳未満の方の喫煙エリアの立ち入り禁止などを加えた改
正健康増進法が全面施行されます。望まない受動喫煙を防止する取り組みはマナーからルールへと変わります。

　喫煙室には標識掲示が義務付けられます。設置区分によって標識を定めていますので、お店に入るときに
チェックしてみてください。
　既存の経営規模の小さな飲食店（個人または中小企業が経営、客席面積 100㎡以下）は喫煙可能な場所
である旨を掲示することにより、店内で喫煙可能です。

〇喫煙が可能
〇飲食など可能
　既存の経営規模の
　小さな飲食店で可

〇喫煙が可能
〇飲食など可能
　施設の一部に設置可

喫煙可能室あり 喫煙可能店
〈事務所、工場などの例〉 〈飲食店などの例〉

「施設」の
出入口に貼るもの

「施設」の
出入口に貼るもの

〇喫煙が可能
×飲食など不可
　施設の一部に設置可

喫煙専用室 喫煙専用室あり

「施設」の
出入口に貼るもの

「喫煙専用室」の
出入口に貼るもの

ひろがっています！ 
望 ま な い 受 動 喫 煙 対 策

飲食店やオフィスなどは令和2年4月より原則屋内禁煙がスタート！
事務所、工場、ホテル、旅館、旅客運送事業、船舶・鉄道などの施設

目印となる標識の例です

（2020年3月）市報とうみ 8



情 報
コーナー

❖
振
込
予
定
日
　
３
月
11
日
（
水
）

❖
支
払
内
容
　
１
月
～
２
月
分（
２
カ
月
分
）

　
　
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
11
日
以
降
に

　
口
座
の
入
金
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
　

❖
児
童
扶
養
手
当
と
は

　
・
子
を
扶
養
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
や
、
親

　
　
に
高
度
な
障
が
い
が
あ
る
場
合
に
支
給

　
　
す
る
手
当
で
す
。

　
・
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
・
受
給
者
は
３
歳
未
満
児
の
保
育
料
の
軽

　
　
減
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
※
保
育
料
軽
減
の
問
い
合
わ
せ
先

　
　
子
育
て
支
援
課
　
保
育
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
64
︱
５
９
０
３

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
お
持
ち
の
方
は
、

加
盟
店
に
て
期
限
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
限
の
過
ぎ
た
商
品
券
は
無
効
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

❖
利
用
期
限
　
３
月
31
日
（
火
）

❖
期
日
　
４
月
12
日
（
日
）

　
地
域
の
代
表
を
選
ぶ
重
要

な
選
挙
で
す
。
私
た
ち
の
暮

ら
し
の
願
い
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

大
切
な
一
票
を
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
投

票
日
当
日
に
投
票
に
行
く
こ
と
の
で
き
な
い

方
は
、
期
日
前
投
票
、
不
在
者
投
票
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
選
挙
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
市
報
お
知
ら

せ
版
３
月
16
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
進
学
や
就
職
、
転
勤
、
転
居
な
ど
で
生
活

環
境
が
大
き
く
変
わ
る
季
節
。
ス
ト
レ
ス
が

重
な
る
こ
と
で
う
つ
病
な
ど
を
発
症
し
や
す

く
な
り
、
自
ら
命
を
絶
た
れ
て
し
ま
う
人
が

多
く
な
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
悩
み
事
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
だ
れ

か
に
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
支
え
て
く
れ
る
人

が
必
ず
い
ま
す
。

❖
こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

　
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
　

　
　
　
　
☎
25
︱
７
１
４
９

　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
☎
０
２
６
︱
２
２
７
︱
１
８
１
０

　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル
　

　
　
　
　
☎
０
５
７
０
︱
０
６
４
︱
５
５
６

　
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
　

　
　
　
　
☎
０
１
２
０
︱
２
７
９
︱
３
３
８

　
長
野
い
の
ち
の
電
話
　

　
　
　
　
☎
０
２
６
︱
２
２
３
︱
４
３
４
３

　
24
時
間
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル
　

　
　
　
　
☎
０
１
２
０
︱
０
︱
７
８
３
１
０

　
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
（
18
歳
ま
で
専
用
）

　
　
　
　
☎
０
１
２
０
︱
９
９
︱
７
７
７
７

❖
日
時
　
３
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
３
時
～
午
後
７
時

❖
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
　

　
　
　
　
相
談
室
１

❖
内
容
　
ひ
き
こ
も
り
に
あ
る
方
や
、
そ
の

ご
家
族
の
方
を
対
象
と
し
た
相
談
会
で
す
。

❖
相
談
員
　
市
健
康
保
健
課
保
健
師
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
相
談
員
、
市
福
祉
課
担
当

職
員

　
北
御
牧
地
区
の
ご
み
の
分
別
・
収
集
・
処

理
の
変
更
点
等
に
つ
い
て
、
１
月
28
日
か
ら

各
区
で
市
民
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

各
区
の
説
明
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
は
、

全
体
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

❖
日
時
　
３
月
25
日
（
水
）
午
後
２
時
～

　
　
　
　
　
　
26
日
（
木
）
午
後
７
時
～

❖
場
所
　
北
御
牧
公
民
館
２
階
　
講
堂

❖
日
時
　
３
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
前
11
時

　
　
　
　
（
１
人
30
分
４
名
ま
で
）

❖
場
所
　
東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　

　
　
　
　
相
談
室

❖
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

❖
内
容
　
結
婚
・
離
婚
、
DV
、
隣
人
と
の
ト

ラ
ブ
ル
等
、
法
律
相
談
に
関
す
る
こ
と
。

※
弁
護
士
が
す
で
に
受
任
し
て
い
る
依
頼

者
の
相
手
方
か
ら
相
談
を
受
け
た
場
合

に
は
、
相
談
を
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

❖
申
し
込
み
　
必
ず
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

　
さ
い
。

お
知
ら
せ

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は

利
用
期
限
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当

振
込
予
定
日
の
お
知
ら
せ

東
御
市
長
選
挙
・
東
御

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

ひ
き
こ
も
り
相
談
会

北
御
牧
地
区
ご
み
分
別
・
収
集
・
処
理

市
民
説
明
会

女
性
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

HP

HP HP

☎…電話　Ⓕ…FAX　　…Ｅメール　 HP …市ホームページ

●参加費、申し込み等は、必要な場合のみ記載しています。

問
／
福
祉
課
　
福
祉
推
進
係
　
☎
64
︱
８
８
８
８

問
／
福
祉
課
　
福
祉
推
進
係
　
☎
64
︱
８
８
８
８

問
／
東
御
市
選
挙
管
理
委
員
会
　

☎
64
︱
５
８
０
９

　
　
・
問
／
福
祉
課
　
福
祉
援
護
係
　

☎
64
︱
８
８
８
４

engo@
city.tom

i.nagano.jp

　
　
・
問
／
健
康
保
健
課
　
保
健
係
　

☎
64
︱
８
８
８
２

申
込

相
談

問
／
生
活
環
境
課
　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係

（
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
☎
63
︱
６
８
１
４

　
　
・
問
／
人
権
同
和
政
策
課

　
男
女
共
同
参
画
係
　
☎
64
︱
５
９
０
２

申
込
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情 報 コ ー ナ ー

❖
受
付
日
時
　
３
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

❖
場
所
　
市
役
所
本
館
　
市
民
係
窓
口

❖
持
ち
物
　
運
転
免
許
証
等
の
顔
写
真
付
き

の
公
的
証
明
書
の
提
示
で
申
し
込
み
が
で

き
ま
す
。
無
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
市
役
所
で
の
受
け
取
り
の
ほ
か
、
申
請
時

に
運
転
免
許
証
等
に
加
え
て
通
知
カ
ー
ド

と
保
険
証
が
あ
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
郵
送
に
て
自
宅
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
昨
年
９
月
か
ら
実
施
し
て
い
た
ゆ
ぅ
ふ
る

tanaka

３
階
の
改
修
工
事
が
終
了
し
、
３
月

20
日
（
金
・
祝
）
午
前
10
時
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
す
。

　
詳
細
は
、
市
報
お
知
ら
せ
版
３
月
16
日
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

❖
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
は
　
長
期
間
コ
ン

セ
ン
ト
に
差
し
込
ん
だ
ま
ま
の
電
源
プ
ラ

グ
に
ほ
こ
り
が
た
ま
り
、
火
花
が
散
っ
た

際
に
ほ
こ
り
に
引
火
す
る
こ
と
が
原
因
で

発
火
す
る
現
象
で
す
。

❖
火
災
事
例
　
長
期
間
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し

込
ま
れ
た
冷
蔵
庫
の
電
源
プ
ラ
グ
か
ら
出

火
し
、
建
物
へ
延
焼
し
て
し
ま
っ
た
。

❖
消
防
署
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
常
時
通
電
し
て
い
る
電
気
機
器
は
、
定

期
的
に
乾
燥
布
で
プ
ラ
グ
の
ほ
こ
り
を

拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

・
機
器
の
使
用
後
は
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、

プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
き
取
り

ま
し
ょ
う
。

・
電
源
プ
ラ
グ
が
熱
を
帯
び
て
い
る
際
は

電
源
を
切
り
、
専
門
業
者
へ
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

・
プ
ラ
グ
が
緩
ん
で
い
る
、
屈
曲
し
て
い

る
状
態
で
の
使
用
は
控
え
る
よ
う
に
し
、

定
期
的
に
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
有
事
の
際
に
備
え
、
住
宅
に
消
火
器
を

用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
、
住
宅

火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
な
く
し
ま
し

ょ
う
。

　
進
学
や
就
職
な
ど
で
引
っ
越
し
を
す
る
場

合
は
、
原
則
、
住
む
寮
・
ア
パ
ー
ト
等
が
新

し
い
住
所
地
と
な
り
ま
す
。
住
民
票
は
各
種

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
選
挙
人
名
簿
な
ど
の
登
録

に
つ
な
が
る
大
切
な
情
報
で
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
異
動
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❖
他
の
市
区
町
村
に
転
出
・
転
入
さ
れ
る
場
合

　
・
市
民
係
窓
口
へ

　
転
出
予
定
日
の
14
日
前
か
ら
転
出
当

日
の
間
に
、
転
出
届
を
提
出
し
て
転
出

証
明
書
を
受
け
取
る
。

　
・
引
越
先
の
市
区
町
村
へ

　
転
入
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
、転
出

証
明
書
を
添
え
て
転
入
届
を
提
出
す
る
。

❖
東
御
市
内
で
転
居
さ
れ
る
場
合

　
　
転
居
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
、
転
居

届
を
提
出
す
る
。

❖
持
ち
物
　

　
①
本
人
確
認
書
類

　
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ

　
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

　
③
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
場
合
）

　
④
国
民
健
康
保
険
証
（
お
持
ち
の
場
合
）

　
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
、
大
学
修
学
等
に
よ
り
市
外
へ
転
出
す
る

場
合
、
申
請
に
よ
り
引
き
続
き
転
出
前
に
所

属
し
て
い
た
世
帯
の
一
員
と
し
て
東
御
市
国

保
の
保
険
証
を
交
付
し
ま
す
。

　
世
帯
に
該
当
す
る
方
が
い
る
場
合
は
、
学

生
用
の
保
険
証
に
切
り
替
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

❖
持
ち
物

　
①
転
出
す
る
方
の
国
民
健
康
保
険
証
　
　

　
②
認
印

③
入
学
の
場
合
は
入
学
の
確
認
が
と
れ
る

書
類
（
合
格
通
知
書
、
入
学
許
可
証
な

ど
）
、
在
学
の
場
合
は
有
効
期
限
が
確

認
で
き
る
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
。
両
面

必
要
）
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
原
本
）

④
来
庁
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
な
ど
）

⑤
世
帯
主
お
よ
び
学
生
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

３
月
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
申
請
の
お
知
ら
せ

ゆ
ぅ
ふ
るtanaka

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
が
原
因
の

火
災
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

引
っ
越
し
す
る
と
き
は

住
民
票
を
移
し
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険

　遠
隔
地
学
生
用

保
険
証
切
り
替
え
手
続
き
の
ご
案
内

問
／
市
民
課
　
市
民
係
　
☎
75
︱
２
０
０
７

問
／
東
御
消
防
署
　
予
防
係
　
☎
62
︱
０
１
１
９

問
／
市
民
課
　
市
民
係
　
☎
75
︱
２
０
０
７

問
／
市
民
課
　
国
保
年
金
係

　
☎
75
︱
８
８
１
０

問
／
ゆ
ぅ
ふ
るtanaka    

☎
63
︱
３
７
１
５

商
工
観
光
課
　
観
光
係
　
☎
64
︱
５
８
９
５
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情 報 コ ー ナ ー

❖
対
象
　
市
内
在
住
で
、
議
会
が
発
行
す
る

「
議
会
だ
よ
り
」
に
関
心
を
持
つ
満
18
歳

以
上
の
方

❖
定
員
　
10
名

❖
任
期
　
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
１
年
間

❖
内
容
　
議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
へ
の
回
答
（
年
４
回
）
、
モ
ニ
タ
ー
会

議
へ
の
出
席
（
年
２
回
）

❖
申
込
期
限
　
４
月
３
日
（
金
）

❖
期
間
　
３
月
10
日
（
火
）
正
午
～

　
　
　
　
　
　
19
日
（
木
）
正
午

❖
場
所
　
中
央
公
民
館
２
階
　
ロ
ビ
ー

❖
内
容
　
東
御
市
シ
ニ
ア
大
学
で
学
ん
だ
受

講
生
の
学
習
成
果
を
展
示
し
ま
す
。

❖
作
品
展
示
講
座
　

　
書
道
、
か
な
書
道
、
楽
し
く
手
芸

　
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
保
護

す
る
た
め
、PM

2.5

の
濃
度
が
基
準
を
超
え

る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
、
注
意
を
呼
び
か
け

ま
す
。PM

2.5

は
粒
径
が
非
常
に
小
さ
く
肺

の
奥
深
く
ま
で
入
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、
健

康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
注
意

喚
起
が
あ
っ
た
場
合
は
、
左
記
の
注
意
事
項

を
参
考
に
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

　
県
が
注
意
喚
起
を
発
令
し
た
場
合
、
市
で

も
メ
ー
ル
配
信
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び

Ｆ
Ｍ
と
う
み
等
で
周
知
し
ま
す
。

❖
注
意
喚
起
時
に
お
け
る
注
意
事
項

①
不
要
不
急
の
外
出
や
屋
外
で
の
長
時
間

の
運
動
を
で
き
る
だ
け
控
え
る
。

②
屋
外
に
な
る
べ
く
出
な
い
よ
う
に
し
、

屋
内
に
お
い
て
も
換
気
や
窓
の
開
閉
を

必
要
最
小
限
に
す
る
。

③
屋
外
で
活
動
す
る
際
に
は
、
高
性
能
な

防
塵
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

④
体
調
の
変
化
が
大
き
い
場
合
は
医
師
の

診
察
を
受
け
る
。

※
注
意
喚
起
の
基
準
　PM
2.5

濃
度
の
１
日

平
均
値
が
70
μ
ｇ
／
㎥
を
超
え
る
と
予
想

さ
れ
る
場
合

❖
開
催
日
　
５
月
９
日
（
土
）

❖
場
所
　
東
御
中
央
公
園
一
帯

❖
内
容
　
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
子

ど
も
達
が
自
主
性
・
創
造
性
を
伸
ば
し
、

心
豊
か
な
人
間
性
を
培
う
こ
と
を
目
的
に

開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ス
ト
ー
ン
ペ

イ
ン
ト
、
木
工
広
場
等
の
各
種
工
作
や
草

笛
、
太
鼓
演
奏
等
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、
子
ど
も
向
け
の
催
し
物
の
出
店
者
を

募
集
し
ま
す
。

❖
出
店
に
つ
い
て
の
注
意
事
項

・
工
作
等
、
子
ど
も
が
体
験
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
や
飲
食
物
の
提
供
を
行
う
団
体
お

よ
び
個
人
と
し
ま
す
。
（
材
料
費
の
一

部
補
助
あ
り
）

・
市
外
団
体
は
無
料
で
体
験
で
き
る
催
し

の
み
と
し
ま
す
。

・
営
利
を
主
目
的
と
し
た
出
店
は
で
き
ま

せ
ん
。

・
事
前
に
数
回
、
出
店
者
に
よ
る
実
行
委

員
会
を
開
催
し
ま
す
。

❖
申
込
期
限
　
３
月
19
日
（
木
）

微
小
粒
子
状
物
質（PM

2.5

）に

お
け
る
注
意
喚
起
の
実
施

募
集

催
し

議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
募
集

令
和
元
年
度
シ
ニ
ア
大
学
受
講
生
作
品
展

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
店
者
募
集

令和２年度の市報とうみに掲載する広告を募集します
市では、地域経済の活性化と自主財源の確保を目指すため、有料広告を募集します。
皆さまの事業のPRにご活用ください。
※東御市広告掲載要綱等の規定により掲載できない場合がありますので、事前に
お問い合わせください。

企画振興課　広報統計係　☎64－5806申し込み・問い合わせ

HP県ホームページ

　
　
・
問
／
議
会
事
務
局
　
庶
務
係

☎
64
︱
５
８
１
０
　
Ⓕ
62
︱
５
０
４
０

gikai@
city.tom

i.nagano.jp

申
込

　
　
・
問
／
教
育
課
　
青
少
年
教
育
係

☎
64
︱
５
９
０
６

申
込

問
／
県
水
大
気
環
境
課

　
　
　
　
☎
０
２
６
︱
２
３
５
︱
７
１
７
７

　
　
生
活
環
境
課
　
環
境
対
策
係  

☎
64
︱
５
８
９
６

問
／
生
涯
学
習
課
　
社
会
教
育
・
公
民
館
係

　
☎
64
︱
５
８
８
５
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情 報 コ ー ナ ー

❖
募
集
内
容

①
東
御
市
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委
員
（
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
や
総
合
計
画
、
関
連

す
る
個
別
計
画
の
進
捗
状
況
等
に
関
す

る
事
項
の
審
議
）

②
東
御
市
総
合
計
画
推
進
市
民
会
議
委
員

（
第
２
次
東
御
市
総
合
計
画
の
進
捗
状
況

に
関
す
る
事
項
の
審
議
）

❖
任
期
　
４
月
１
日
～
令
和
４
年
３
月
31
日

❖
募
集
人
員
　
①
②
各
若
干
名

❖
応
募
資
格
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
で
満
20
歳
以
上

の
方

❖
応
募
方
法
　
各
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
と

「
応
募
の
動
機
」
を
記
載
し
ご
提
出
く
だ

さ
い
（
持
参
、
郵
送
、
メ
ー
ル
可
）
。
応

募
用
紙
は
企
画
政
策
係
へ
ご
請
求
い
た
だ

く
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。

❖
選
考
方
法
　
書
類
選
考
し
、
結
果
は
ご
本

人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

❖
応
募
期
限
　
３
月
27
日
（
金
）

❖
そ
の
他
　
東
御
市
総
合
計
画
推
進
市
民
会

議
委
員
は
、
令
和
２
年
度
よ
り
無
報
酬
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
提
出
い
た
だ
い
た
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

❖
活
動
日
時
　

　
第
１
・
３
・
５
水
曜
日
午
前
中

❖
活
動
内
容
　

・
東
御
中
央
公
園
ハ
ー
ブ
園
で
の
ハ
ー
ブ

の
植
え
込
み
、
草
取
り
、
花
摘
み
、
刈

り
込
み
（
春
～
秋
）

・
ク
ラ
フ
ト
作
り
（
秋
～
冬
）

・
先
進
地
視
察
、
講
習
会
等

❖
活
動
日
時
　
主
に
土
曜
日
午
前
中

❖
活
動
内
容
　

・
道
路
沿
い
の
花
壇
（
市
内
３
カ
所
）
の

サ
ル
ビ
ア
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
等
植
栽
、

除
草

・
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
通
り
沿
線
の
企
業
、

学
校
、
区
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
沿
線
の

ゴ
ミ
拾
い
、除
草
イ
ベ
ン
ト（
年
２
回
）

・
先
進
地
視
察
等

❖
日
時
　
３
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

❖
場
所
　
北
御
牧
庁
舎
市
民
交
流
サ
ロ
ン

❖
内
容
　
簡
単
に
楽
し
く
踊
れ
る
ダ
ン
ス

❖
講
師
　「
土
屋
芳
美
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
教
室
」

　
　
　
主
宰
　
土つ

ち
や屋

　
芳よ

し
み美 

氏

❖
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
、

当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

❖
日
時
　
４
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

❖
場
所
　
東
御
中
央
公
園
　
ハ
ー
ブ
園

❖
講
師
　
㈱
楽
月
園

❖
定
員
　
10
名
程
度

❖
申
込
期
限
　
３
月
25
日
（
水
）

❖
服
装
・
持
ち
物
　
作
業
の
で
き
る
服
装
、

　
剪せ

ん
て
い定

は
さ
み
、
軍
手

❖
そ
の
他
　
当
日
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
が

　
申
込
者
優
先
で
す
。

❖
日
時

　
①
３
月
25
日
（
水
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
②
３
月
28
日
（
土
） 

　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
※
２
回
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

❖
場
所
　
祢
津
地
区
の
森 

❖
内
容
　
里
山
探
検
で
は
、
年
間
を
通
じ
て

市
内
の
森
で
子
ど
も
の
元
気
を
育
む
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
に
興
味
が
あ
り
、

新
年
度
か
ら
活
動
に
参
加
し
て
み
た
い
方

は
体
験
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

❖
申
込
方
法
　
３
月
23
日
（
月
）
ま
で
に
２

次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
そ
の
他
　

・
服
装
や
場
所
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み

を
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
ご
連
絡
し
ま

す
。

・
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
実

際
の
活
動
の
様
子
を
ご
覧
に
な
り
た
い

方
も
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
の
審
議
会
等
委
員
募
集

ハ
ー
バ
リ
ス
ト
会
員
募
集

緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

HP

講
座
・
教
室

サ
ロ
ンde

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

ラ
ベ
ン
ダ
ー
等
刈
り
込
み
講
習
会

里
山
探
検

　体
験
会

　
　
・
問
／
企
画
振
興
課
　
企
画
政
策
係

☎
64
︱
５
８
９
３

〒
３
８
９
︱
０
５
９
２
　
東
御
市
県
２
８
１
︱
２

kikaku@
city.tom

i.nagano.jp

　
　
・
問
／
と
う
ぶ
ハ
ー
バ
リ
ス
ト
サ
ー
ク

ル
事
務
局
（
建
設
課
　
都
市
計
画
係
）

☎
64
︱
５
９
１
４

kensetsu@
city.tom

i.nagano.jp

　
　
・
問
／
緑
の
サ
ポ
ー
タ
ー
事
務
局

（
建
設
課
　
都
市
計
画
係
）

☎
64
︱
５
９
１
４

kensetsu@
city.tom

i.nagano.jp

応
募

申
込

申
込

問
／
市
民
交
流
サ
ロ
ン
　
☎
67
︱
１
０
１
０

（
地
域
づ
く
り
・
移
住
定
住
支
援
室
）

　
　
・
問
／
建
設
課
　
都
市
計
画
係
　

☎
64
︱
５
９
１
４

申
込

　
　
・
問
／
里
山
探
検
事
務
局

（
（
公
財
）
身
体
教
育
医
学
研
究
所
）

☎
61
︱
６
１
４
８

H
P

　https://gakuhiro.com

（
子
育
て
支
援
課
　
子
育
て
支
援
係
）

申
込

参加申し込み
フォーム
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情 報 コ ー ナ ー

○日時／３月22日（日）午前９時～午後５時
○場所／中央公民館
○参加費／会員　1,000円
　　　　　一般　1,500円（女性、高校生以下500円）
※賞品多数あり。昼食は用意します。
●問／文化協会囲碁部長（寺島）☎62－2919

○開催日・場所／
　４月１日（水）上田商工会議所４階　第１会議室
　４月３日（金）野沢会館（生涯学習センター）103号会議室
○時間／午前10時～午後４時
○内容／不動産評価に関する事項（売買、交換、相続、借
　　　　地、担保、賃貸借等）について、不動産鑑定士が
　　　　お答えします。
●問／（一社）長野県不動産鑑定士協会　
　　　☎026－225－5228

　県では婚活したいという方や親御さんなどから婚活に関す
る相談を受けています。秘密厳守で利用料はかかりません。
※直接のお相手紹介はしていません。
○場所／県庁４階次世代サポート課内
　　　　（長野市大字南長野字幅下692－2）
○開所時間／平日午前８時30分～午後５時
●問／長野県婚活支援センター
　　　☎026－235－7373　Ⓕ 026－235－7087
　　　　 konkatsu@pref.nagano.lg.jp

　総務省では、統計の重要性に対する国民の関心と理解を
深め、統計調査に対する国民のより一層の協力を頂けるよ
うに「統計の日（10月18日）」を定めており、これを踏ま
えた標語を募集しています。
○部門／小学生の部、中学生の部、高校生の部、一般の部
○応募方法／①部門、②都道府県名、③氏名、④所属・学
　校名（学年）、⑤電話番号、⑥標語（１人５作品まで）

を明記し、総務省政策統括官室へ応募してください。
（郵送、メール、FAX可）

○募集期間／３月31日（火）まで
●　　・問／総務省政策統括官付統計企画管理官室普及指
　　　　　　導担当
　　　　　　〒162－8668　東京都新宿区若松町19－1
　　　　　　　 toukeinohi@soumu.go.jp
　　　　　　☎03－5273－1144　Ⓕ03－5273－1181

○日時／３月21日（土）午前９時～午前10時30分
○場所／JA信州うえだ滋野店　旧倉庫前
○参加費／EMボカシ代金（15kg分800円、11kg分600円）
○持ち物／ボカシ容器（洗浄して持参してください）、ゴ

　　　　ム手袋、長靴等
○申し込み／材料手配のため、必ず申し込みが必要です。

氏名、住所、電話番号、持ち帰りボカシ本数
（15kg、11kg）を東部クリーンセンターへお
伝えください。

○申込期限／３月12日（木）
○その他／11kg用のボカシ容器（１本400円）、生ごみ発

酵堆肥用容器バケツ（１本2,100円、申請により
市から８割の補助あり）の注文を希望する場合
は、申込時にお申し付けください。

　　　　　なお、15kg用の容器は注文できません。
※EMボカシとは、米ぬか、もみ殻、EM菌などを混ぜて発

酵させたもので、生ごみに振りかけて発酵させることで
堆肥をつくることができます。

●　　／生活環境課　クリーンリサイクル係（東部クリー
　　　ンセンター）☎63－6814

●問／有機農楽くらぶ　☎63－6450

○職種／①自衛隊幹部候補生　②一般曹候補生
○身分／①②特別職国家公務員（自衛隊員）　
○受験資格／職種により異なりますので下記へお問い合わ
　　　　　　せください。
○受付期間／①３月１日（日）～５月１日（金）
　　　　　　②３月１日（日）～５月15日（金）
○採用試験／①１次試験　５月９日（土）～10日（日）の
　　　　　　　　　　　　指定する１日
　　　　　　②１次試験　５月23日（土）
○ガイダンス／詳しくは、自衛官募集ホームページをご覧

　　　　　　になるか、下記までお問い合わせください。
●　　・問／自衛隊長野地方協力本部　上田地域事務所　
　　　　　　☎22－5267

長野県婚活支援センターのご紹介

統計の日（10月18日）標語募集

第８回桜花杯囲碁大会

不動産鑑定士　無料相談会
生ごみ堆肥化用ボカシ作り講習会

自衛官等募集

      

 掲載をご希望の方は、希望掲載日（毎月１日・1６日）
の２カ月前までに下記へご連絡ください。ただし、市
の基準により掲載できない場合もあります。
●東御市企画振興部企画振興課 広報担当まで
　
　☎64－5806 Ⓕ63－5431

　shiho-tomi＠city.tomi.nagano.jp

申込

応募

申込

市報とうみ（2020年 3月）13



まるごと生活百科

国 民 年 金 アドバイス ワンポイントメモ税

〈広告欄〉

3月の納税 （納期限 4月1日）

・国民健康保険税（普通徴収）（10期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収）（9期）
・介護保険料（普通徴収）（9期）

●問い合わせ先　税務課　住民税係　☎62－ 1111

原付・軽自動車の手続きはお早めに！！

※内容により必要書類等が異なりますので、各取扱窓口に電話確認の
上、手続きを行ってください。

　軽自動車税は毎年４月１日現在で軽自動車等を所有してい
る方に１年分が課税されます。廃車、住所変更、名義変更は
年度内に手続きを行ってください。
　なお、３月末は取扱窓口が混雑しますので、早めの手続き
をお勧めします。

●税務課　住民税係　☎62 - 1111（内線1161・1162）

●長野県自家用自動車協会上小支部
　上田市住吉65番地　☎22 - 0595

●北陸信越運輸局長野運輸支局
　長野市西和田 1丁目35番 4号　☎050-5540-2042

◦三輪車
◦四輪車

【軽自動車】

【二輪車】

◦125cc 以下のバイク　◦ミニカー
【原動機付自転車】

◦農耕作業用（トラクターなど）※
◦特殊作業用（フォークリフトなど）※

【小型特殊自動車】

取扱窓口（問い合わせ先）

※公道を走行しない場合であってもナンバーの取得（軽自動車税申告）は
必要です。

◦軽二輪（125㏄超～ 250㏄以下）
◦二輪小型自動車（250㏄超）

　３月から４月にかけては就職や退職、引っ越しなど異動が
多い時期です。それらの異動に伴い、年金の手続きが必要な
場合がありますので、忘れずに届け出をお願いします。
　なお、届け出に必要な持ち物は、あらかじめ各届け出先に
ご確認ください。

　ご不明な点がありましたら下記へお問い合わせください。
※日本年金機構にマイナンバーが登録されている方については、原則届け出不要です。

●問い合わせ先
　小諸年金事務所　☎0267－22－1082
　市民課　国保年金係　☎75－8810

年金の異動届け出はお済みですか

こんなときに異動届け出が必要になります
■20歳以上60歳未満の方

■年金を受給している方

こんなとき 必要な手続き 届け出先

会社を
退職した

（厚生年金の
資格を喪失し
た）

国民年金に加入する。
※次の方も国民年金の加入手続きは必

要です。
●健康保険を任意継続した方
●会社員等の配偶者に扶養されていた

方

市役所

就職して厚生
年金に加入し
た

国民年金から厚生年金に切り替える。 勤務先

※国民健康保険に加入していた人は、勤
務先への年金の届け出とは別に、国民
健康保険を脱退する手続きが必要で
す。

市役所

住所が
変わった

氏名が
変わった

住所変更届
け出・氏名
変更届け出
をする。

①厚生年金加入者 勤務先

②厚生年金に加入して
いる配偶者に扶養さ
れている方

配偶者の
勤務先

③上記①、②以外の方
市役所

(住民票異動
届と併せて)

こんなとき 必要な手続き 届け出先

住所が
変わった

「年金受給者住所変更届」を
提出する。

小諸年金事務所
※用紙は市役所にありま

す。必要事項記入のう
えご提出ください。

氏名が
変わった

「年金受給者氏名変更届」を
提出する。

（2020年3月）市報とうみ 14



おいしいヘルシークッキング 149

フルーツいもようかん
（1人分：エネルギー 82kcal・塩分0g）

さつま芋......................... 240ｇ
（皮を厚くむくため）
りんご............................... 40ｇ
ミックスドライフルーツ.... 20g
レモン果汁..................小さじ2

❶りんごは芯を取り、皮をむく。
8㎜角に切り、レモン汁をかけ
て混ぜておく。
❷ドライフルーツは①りんごと
同じ大きさに切る。
❸さつま芋は厚めに皮をむき、

材　料（4人分） 2㎝の輪切りにして水に20分
つけてアクを抜く。
❹③をよく洗って20分くらい
強火で蒸し、熱いうちにつぶす。
❺つぶしたさつま芋が熱いう
ちに①②を混ぜ、四角い押枠
に入れ平らにしてからフタを
して押す。
❻2時間位置き、しっかり固
まったら切り分ける。
※押し枠は水にぬらしてから使う。
※押し枠に入れたら空気を入れない
ようにしてきっちり固く押す。
（とうみ食育市民ネットワーク）

作り方

〈広告欄〉

ご 芳 志
　ご寄附いただき、ありがとうございました。厚くお礼申し上げ
ます（令和２年１月に寄附をいただいたものです）。

〈一般寄附金〉
（台風19号災害支援に対する寄附）
・昭和49年度東部中学校卒業　60歳同窓会実行委員会　様

（50,485円）
・日信工業㈱　様（日信フェア2019 in東御の売上金776,200円）
・新日本婦人の会　長野県本部　様（10万円）

〈企業版ふるさと寄附金〉
（東御市湯の丸高原魅力ジャンプ・アップ・プロジェクト）
・㈲高峰温泉　様
・アース電気㈱　様（100万円）
・㈱アイカム　様

　上記については、同意をいただいた事項のみ領収日順に
掲載しています。

No.163
なるほど The ごみ (gomi)

●問い合わせ先
　生活環境課　クリーンリサイクル係　☎63－6814

スプレー缶の廃棄について

●問い合わせ先
　台風19号災害支援に対する寄附
　　総務課　財政係	 ☎ 64 － 5901
　企業版ふるさと寄附金
　　文化・スポーツ振興課	 ☎ 75 － 1455

　スプレー缶には可燃性ガスが入っており、廃棄の際は注意
が必要です。下記の注意事項を確認し、安全なごみ出しをす
るようお願いします。

●製品に記載されている注意書きを確認の上、必ず中身を使
い切ってください。
　★中身の入っているものは、収集に出せません。
●市販の穴あけ器等を使って、ガス抜きを行ってください。
　★必ず火気のない風通しのよい屋外で行ってください。
　★缶の下部にガスが溜まっていることがあるので、穴あけ

後、完全にガスが抜けていることを確認してください。

東部地区：その他のもやせないごみの日に透明ポリ袋に入れ
てお出しください。

北御牧地区：もやせないごみの日に指定袋に入れてお出しく
ださい。

スプレー缶を廃棄するときの注意事項

ス プ レ ー 缶 の 収 集 日

田中地区（田中区・常田区を除く）・
滋野地区

第４月曜日

田中区・常田区・祢津地区・和地区 第４火曜日

八重原・羽毛山・大日向地区 第１水曜日

下之城・御牧原・布下・島川原地区 第２水曜日

ポイント
　１日のおやつ
の目安は８０kcal
程度です
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2
0
2
2
年
（
令
和
４
年
）
か
ら
は
、

民
法
の
改
正
に
よ
り
成
人
年
齢
が
20
歳
か

ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を

受
け
て
、
成
人
式
の
実
施
年
齢
に
つ
い
て

1
月
30
日
開
催
の
総
合
教
育
会
議
（
市
長
、

教
育
長
お
よ
び
教
育
委
員
で
構
成
）
で
検

討
し
た
結
果
、
東
御
市
の
成
人
式
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
、
そ
の
年
度
に
20
歳
に
な

る
方
を
対
象
に
行
う
こ
と
に
決
ま
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

検
討
の
中
で
、
18
歳
は
進
路
、
進
学
決

定
の
た
め
の
多
忙
な
時
期
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
18
歳
だ
と
余
裕
が
な
く
、
実
行
委

員
会
形
式
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
、
20

歳
で
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
、
お
互
い
の
成

長
し
た
姿
を
見
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
。
仮
に
18
歳
と
し
た
場
合
、
実
施
時

期
に
も
よ
る
が
17
歳
と
い
う
若
者
が
大
勢

い
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
18
歳
は
多

忙
で
大
切
な
時
期
で
あ
り
避
け
た
方
が
よ

い
こ
と
、
成
人
と
な
る
主
体
者
意
識
を
高

め
る
こ
れ
ま
で
の
実
行
委
員
会
形
式
は
よ

い
こ
と
で
あ
る
こ
と
、
20
歳
で
の
久
し
ぶ

り
の
再
会
が
、
旧
交
を
温
め
夢
を
語
り
合

え
る
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
18
歳
で
実

施
す
る
に
は
相
当
の
理
由
が
必
要
と
思
わ

　

市
で
は
、
地
域
で
人
権
同
和
教
育
の
推

進
を
し
て
い
く
た
め
に
、
人
権
啓
発
学
習

会
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
２
年
間
で
市

内
５
地
区
の
全
公
民
館
を
巡
回
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
28
年
度
～
令
和
元
年
度
の
４
年
間

は
、
現
在
小
中
学
校
の
歴
史
の
教
科
書
で

子
ど
も
た
ち
が
学
ん
で
い
る
「
見
直
さ
れ

て
き
た
部
落
の
歴
史
」
と
題
し
て
、
各
分

館
２
回
ず
つ
学
習
会
を
開
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
の
最
終
年
度
の

今
年
度
は
、
滋
野
・
和
・
北
御
牧
（
畔
田

～
牧
ヶ
原
）
地
区
34
分
館
で
、
4
6
9

人
の
皆
さ
ん
に
学
習
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
４
年
間
で
総
勢
1
6
6
9
人
も
の

方
々
に
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
方
々
が
周
り
の
方
々
に
お
話

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
部
落
差
別
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
方
が

増
え
て
い
っ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
部
落
差
別
に
よ
っ
て
苦
し
ん

で
い
る
方
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
古

文
書
の
発
見
に
よ
り
部
落
の
歴
史
が
明
ら

か
に
な
り
、
こ
の
差
別
が
い
か
に
不
当
な

も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
同
和
問
題

を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に

れ
ま
す
が
、
今
は
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
東
御
市
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

20
歳
で
の
実
施
と
い
う
結
論
に
い
た
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
若
い
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
人
生

の
節
目
を
飾
る
大
切
な
儀
式
で
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
も
時
流
を
見
極
め
つ
つ
、
若

い
皆
さ
ん
の
声
を
い
た
だ
き
な
が
ら
成
人

式
に
つ
い
て
考
え
て
参
り
ま
す
。

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換

の
場
と
し
て
も
、
こ
の
人
権
啓
発
学
習
会

を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
出

席
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
人
権
啓
発
学
習
会
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
計
画
し
て
い
ま
す
。

₆
月
　
北
御
牧
地
区
（
上
八
重
原
～
宮
）

₇
月
　
田
中
地
区

10
月
　
祢
津
地
区

　

詳
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
し

だ
い
市
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

全
て
の
人
を
尊
重
す
る
ま
ち
を
目
指
し
て

２
０
２
２
年
度
以
降
の
成
人
式
も

20
歳
で
実
施
し
ま
す

令
和
元
年
度
人
権
啓
発
学
習
会
の
結
果

●
部
落
差
別
に
つ
い
て
学
ん
だ
の
が

小
中
学
生
以
来
で
、
当
時
と
は
理

解
の
し
か
た
が
少
し
違
っ
た
よ
う

に
感
じ
た
。
学
習
と
し
て
で
は
な

く
生
活
の
中
で
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
た
。（
40
代
）

●
現
代
に
残
っ
て
い
る
全
く
理
不
尽

な
差
別
に
つ
い
て
、
地
域
単
位
で

学
ん
で
い
る
事
に
大
変
意
味
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。（
50
代
）

参
加
さ
れ
た
方
の
感
想（
一
部
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
・
公
民
館
係

　
☎
64

－

５
８
８
５

●
問
い
合
わ
せ
先

　
人
権
同
和
政
策
課　
人
権
同
和
政
策
係

　
☎
64

－

５
９
０
２

▲令和元年度成人式のようす
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
を
迎
え
て

（167）

よ

　だ

し
ゅ
う
こ

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

依
田

　修
子

　

今
年
は
「
21
世
紀
は
人
権
の
世
紀
」
と

言
わ
れ
て
か
ら
20
年
目
の
年
で
す
。
人
権

問
題
は
、
同
和
問
題
、
女
性
、
子
ど
も
、

外
国
人
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
、
性
同
一
性
障
が

い
者
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵

害
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
近

年
そ
れ
ぞ
れ
の
人
権
問
題
の
課
題
が
広
く

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
点

は
評
価
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
22
日
、
改
正
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
基
本
法
と
、
元
患
者
家
族
へ
補
償
金

を
支
給
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

法
の
前
文
に
は
、
国
か
ら
の
ハ
ン
セ
ン
病

隔
離
政
策
へ
の
反
省
と
、
長
年
に
わ
た
っ

て
偏
見
と
差
別
に
さ
ら
さ
れ
た
元
患
者
と

家
族
へ
の
お
詫
び
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
国
と
地
方
公
共
団
体
は
、
元
患

者
と
家
族
に
対
す
る
偏
見
と
差
別
の
な
い

社
会
の
実
現
に
向
け
て
真
摯
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
苦
し
め
ら
れ
た

方
々
に
と
っ
て
は
待
望
の
法
律
で
す
。

　

ま
た
同
和
問
題
に
つ
い
て
は
、「
国
連

人
権
の
促
進
お
よ
び
擁
護
に
関
す
る
小
委

員
会
」
か
ら
、
部
落
差
別
の
解
決
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
日
本
の
最
重
要
課
題
で
す
。

し
か
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り

部
落
差
別
は
拡
大
し
、
悪
質
化
し
て
い
る

と
い
う
現
状
か
ら
、平
成
28
年
12
月
に「
部

落
差
別
解
消
推
進
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。「
日
本
国
憲
法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、

部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と

の
認
識
の
下
に
こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と
が

重
要
な
課
題
で
あ
る
」
と
示
し
た
『
部
落

差
別
の
解
決
』
を
明
記
し
た
初
め
て
の
法

律
で
す
。
法
施
行
以
前
か
ら
、
東
御
市
は
、

平
成
28
年
６
月
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
4

年
間
、
市
内
の
各
分
館
で
「
見
直
さ
れ
て

き
た
部
落
の
歴
史
」
と
題
し
て
、
部
落
差

別
が
何
故
起
こ
っ
て
き
た
の
か
、
そ
し
て

こ
の
差
別
の
不
当
性
を
正
し
く
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
狙
い
で
啓
発
学
習
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
人
権
問
題
に
お
け
る
す
べ
て

の
差
別
・
偏
見
の
被
害
者
へ
の
人
権
の
回

復
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
私
た
ち
自
身

が
人
権
意
識
の
変
革
を
求
め
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。

　

今
年
は
、
日
本
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か

れ
ま
す
。
各
国
の
人
々

を
お
迎
え
す
る
お●

も●

て●

な●

し●

の
心
の
も
と
に
、

人
権
を
大
切
に
す
る
心

を
育
て
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
度
、東
御
市
な
ら
で
は
の
行
事
食
・

郷
土
食
を
も
う
一
度
掘
り
起
こ
し
地
域
の

資
源
と
し
て
未
来
へ
伝
え
て
い
き
た
い
と

い
う
有
志
グ
ル
ー
プ
が
、「
東と

う

御み

食
の
風

土
記
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

こ
の
風
土
記
は
、
地
域
で
受
け
継
が
れ

て
き
た
「
こ
の
地
域
の
食
の
あ
り
様
」
を

記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
東
御
市
に
暮
ら

す
私
た
ち
の
命
と
生
活
を
支
え
て
き
た
食

の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
30
年
代
頃

ま
で
の
産
業
は
農
業
が
主
で
、
前
栽
畑
で

と
れ
た
野
菜
な
ど
を
利
用
し
た
自
給
自
足

が
当
た
り
前
の
生
活
で
し
た
。
そ
の
後
、

農
業
の
機
械
化
や
生
活
環
境
が
改
善
さ
れ

た
な
か
で
、
暮
ら
し
の
中
で
代
々
受
け
継

が
れ
て
き
た
技
や
知
恵
・
行
事
毎
に
作
ら

れ
て
き
た
食
べ
物
の
伝
承
が
さ
れ
に
く
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

次
の
世
代
に
ふ
る
さ
と
の
食
文
化
を
伝

え
て
い
く
た
め
の
教
材
と
し
て
、
冊
子
は

市
内
保
育
園
や
学
校
な
ど
関
係
団
体
等
に

配
布
し
、
市
立
図
書
館
で
も
貸
し
出
し
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
と
広
報
を
目
的
と
し
て
、

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く

じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
す

る
宝
く
じ
助
成
事
業
は
、
地
域
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
行
う
団
体
を
対
象
に
、
活

動
に
必
要
な
費
用
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

宝
く
じ
助
成
事
業
で

　
「
食
の
風
土
記
」
を
作
り
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
保
健
課
　
保
健
係
　
☎
64

－

８
８
８
２
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楽しいことは人の輪を拡げる
　本年度の公民館生涯学習講座では、5
つの地区館を合わせて125の学びが展開
されてきました。文学、歴史、絵画、書道、
音楽、料理、手芸、工芸華道、茶道、運動
など、たくさんの分野の講座で一年間の
学習が終わろうとしています。共通の趣
味や技能習得のために講座に参加されて
いる皆さんの、学ぶ意欲と継続のエネル
ギーを感じます。
　一年間通してご自分の課題に取り組み、
次への学習意欲も湧いてきたことと思い
ます。身に着けた技能や技術はその人の
財産です。来年度以降もぜひ学びの場に
足を運び、更に仲間のつながりも拡げて
いってください。	 （冨岡）

公民館長のねがい

行
事
・
学
級
講
座
の
模
様

　

令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
書
き

初
め
大
会
が
、
１
月
５
日
に
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
、
小
・
中
学
生
か
ら
大
人

ま
で
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
春
に
あ
た
り
、
太
く
、
大
き
く
、

伸
び
伸
び
書
い
て
く
だ
さ
い
と
市

文
化
協
会
書
道
部
会
員
の
皆
さ
ま

の
指
導
に
よ
り
、「
ひ
の
で
」「
つ

よ
い
心
」「
正
月
の
朝
」「
強
い
信

念
」
等
、
課
題
の
文
字
に
集
中
し

て
、
て
い
ね
い
に
筆
を
運
ん
で
い

ま
し
た
。
完
成
し
た
作
品
は
1
月

14
日
ま
で
中
央
公
民
館
２
階
ロ

ビ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
大
学
は
、
豊
か
な
経
験

と
知
識
、
郷
土
文
化
を
次
の
世
代

に
伝
え
る
と
と
も
に
、
健
康
で
明

る
い
生
活
を
送
り
な
が
ら
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
約
四
十
年
続
い
て

い
る
高
齢
者
の
た
め
の
公
民
館
講

座
で
す
。

　

近
年
は
人
生
百
年
時
代
を
見
据

え
、
自
由
で
多
彩
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
自
ら
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と

へ
と
目
的
も
変
容
し
、
ニ
ー
ズ
を

活
か
し
た
テ
ー
マ
ご
と
の
教
養
講

座
と
技
能
講
座
、
そ
し
て
現
地
研

修
な
ど
幅
広
い
学
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

女
性
学
級
は
、
受
講
生
が
ブ

レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を
行
い
、

自
分
た
ち
で
活
動
し
た
い
こ
と
を

考
え
、
そ
れ
に
従
っ
て
年
間
計
画

を
立
て
、
月
に
１
回
色
々
な
分
野

の
教
養
を
深
め
て
い
る
講
座
で
す
。

　

今
年
度
は
、
市
内
の
工
場
見
学

に
い
こ
う
（
ホ
ク
ト
㈱
、
日
信
工

業
㈱
）、
皮
か
ら
作
る
手
作
り
餃

子
、う
ど
ん
作
り
、テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

（
フ
ラ
ン
ス
料
理
）、
落
語
を
聞
こ

う
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
作
成

を
実
践
し
ま
し
た
。
毎
回
新
た
な

こ
と
に
取
り
組
み
、
楽
し
み
な
が

ら
教
養
を
深
め
ま
し
た
。

ま
す
。
旬
の
野
菜
を
使
っ
た
健
康

的
で
魅
力
あ
る
レ
シ
ピ
を
東
御
市

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
皆
さ

ま
の
指
導
で
、
数
人
の
グ
ル
ー
プ

毎
、
協
力
し
合
い
レ
シ
ピ
通
り
に

完
成
で
き
る
よ
う
に
楽
し
み
な
が

ら
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

手
作
り
料
理
教
室
は
、
伝
え
て

い
き
た
い
郷
土
料
理
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
に
、
年
5
回
開
催
し
て
い

女
性
学
級

色
々
な
分
野
の

視
野
を
広
め
ま
し
た

手
作
り
料
理
教
室

新
春
書
き
初
め
大
会

　東御市公民館（中央、滋野、祢津、和、
北御牧各公民館）・図書館では、各種講
座の受講生を募集します。

申込期間：3月25日㈬～4月10日㈮

※詳細は、3月16日発送の生涯学習講座・
教室のパンフレットをご覧ください。

▲書き初め作品展 ▲新春書き初め会場

▲紙すき（うちわづくり）

▲ぶりの照り焼き、柿の白和え

▲テーブルマナー講習

生
涯
現
役
学
び
の
大
学

「
東
御
市
シ
ニ
ア
大
学
」

令和 2 年度　生涯学習講座の募集
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11
月
24
日
、
し
げ
の
里
づ
く
り

の
会
青
少
年
育
成
部
会
と
同
会
歴

史
・
文
化
部
会
に
よ
る
地
区
の
史

跡
巡
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
源
清
磨
や
雷
電
為
衛
門
の
お

墓
、
別
府
城
跡
地
な
ど
大
石
区
と

別
府
区
の
史
跡
を
訪
ね
、
こ
れ
で

「
ふ
る
さ
と
再
発
見
」
滋
野
の
史

跡
巡
り
も
地
区
内
10
区
を
一
巡
し

節
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

滋
野
小
学
校
や
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

皆
さ
ま
も
企
画
の
段
階
か
ら
関
わ

り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
り
に
も
参

加
。
当
日
は
、
小
学
生
24
名
、
保

護
者
、
ス
タ
ッ
フ
・
一
般
参
加
者

合
計
64
名
で
季
節
外
れ
の
暖
か
な

一
日
、
豊
か
な
滋
野
の
歴
史
に
思

い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
21
日
、
和
地
区
ふ
れ
あ
い

児
童
講
座
「
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン

ド
ル
づ
く
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
皆
さ
ま
、
同
じ
材
料
を
使
っ

て
制
作
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
個
々
の
発
想
で
ど
こ
に
も
売
っ

て
い
な
い
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
キ
ャ
ン
ド
ル
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。

　

今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
で
、
参
加
し
て
く
れ
た
児
童
も

マ
ス
ク
着
用
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
作
り
終
わ
る
ま
で
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
最
後
の
片
づ
け
ま
で
手

伝
っ
て
も
ら
い
感
謝
で
す
。

　

1
月
23
日
、
北
御
牧
市
民
交
流

サ
ロ
ン
運
営
委
員
会
主
催
に
よ
る

「
サ
ロ
ン de 

ジ
ャ
イ
ロ
キ
ネ
シ

ス
」
講
座
を
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
で
ジ
ャ
イ
ロ
キ
ネ
シ
ス
認
定
ト

レ
ー
ナ
ー
の
山
中
朗
子
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
開
催
し
ま
し
た
。
ジ
ャ

イ
ロ
キ
ネ
シ
ス
と
は
１
９
８
０
年

代
に
ア
メ
リ
カ
の
バ
レ
エ
ダ
ン

サ
ー
が
ケ
ガ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
に
考
案
し
た
椅
子

を
使
っ
て
簡

単
に
で
き
る

エ
ク
サ
サ
イ

ズ
で
、
流
れ

る
よ
う
に
曲

線
を
描
く
動

き
が
特
徴
で
、

動
き
と
呼
吸

の
調
和
を
体

感
で
き
る
背

骨
の
運
動
で
す
。

　

約
70
名
の
参
加
者
は
、
時
間

い
っ
ぱ
い
こ
の
体
験
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
運
動
に
自
信
が
な
い

が
足
腰
の
バ
ラ
ン
ス
を
強
化
し
た

い
、
姿
勢
を
よ
く
し
た
い
、
ま
た
、

介
護
予
防
に
も
お
す
す
め
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

1
月
13
日
、
祢
津
地
域
づ
く
り

の
会
と
祢
津
公
民
館
主
催
の
方
言

カ
ル
タ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
を
中
心
に
保
育
園
児
か
ら

大
人
ま
で
約
50
人
が
参
加
。
学
年

部
門
ご
と
に
予
選
2
回
戦
、
決
勝

2
回
戦
の
合
計
4
回
戦
を
行
い
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
3
部
門
の

各
優
勝
者
に
は
別べ
っ
ぷ府

英ひ
で

宣の
り

会
長
か

ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
カ
ル
タ
は
祢
津
の
方
言

を
集
め
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
た
も

の
で
、
素
早
く
札
を
競
っ
て
い
ま

し
た
。

地
区
公
民
館
の
活
動

ふ
る
さ
と
再
発
見

滋
野
地
区

　

１
月
１
日
、
新
春
恒
例
の
田
中

地
区
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
21
回

目
を
迎
え
た
今
回
は
、
天
候
も
良

く
、
マ
ラ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
、
合
わ
せ
て
１
６
４
名
の
大
勢

の
方
が

参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
大

会
は
、

健
康
増

進
お
よ

び
参
加

者
同
士

の
親
睦

を
図
る

た
め
、

田
中
公
民
館
か
ら
県
諏
訪
神
社
間

で
、
順
位
を
競
わ
ず
マ
ラ
ソ
ン
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
す
。
完
走

後
、
さ

く
ら
茶

を
飲
み

な
が
ら

今
年
の

抱
負
を

語
り
合

い
、
模

造
紙
に
書
い
た
令
和
２
年
希
望
大

樹
に
各
人
の
抱
負
を
貼
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
、
集
合
写

真
を
手
に
、
お
互
い
の
健
闘
を
称

え
合
い
ま
し
た
。

令
和
初
の
田
中
地
区
元
旦

マ
ラ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

田
中
地
区

編集●生涯学習課　社会教育・公民館係　☎64－5885

第
９
回

祢
津
方
言
カ
ル
タ
大
会

祢
津
地
区

椅
子
に
座
っ
て
ス
ト
レ
ッ
チ

「
ジ
ャ
イ
ロ
キ
ネ
シ
ス
」講
座

北
御
牧
地
区

和
公
民
館

ふ
れ
あ
い
児
童
講
座

和
地
区
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Vol.34
2020.3地域おこし協力隊が行く！

編集担当・地域おこし協力隊　杉田

＼　第三回「どんどこ！巨大紙相撲大会 雷電東御場所に参加しました！　／

畑中 麻貴子
（観光地域づくり支援）
悔しいです…。
小学生のパワーに負けて
しまいましたよ…。

水間 源
（スポーツ振興支援）
惜しくも負けてし
まって残念ですね。
来年リベンジです。
来年もぜひよろしく
お願いします。

山本 恵子
（観光地域づくり支援）
悔しいです。優勝する
はずだったのに…。紙
相撲の足の安定感がな
かったので、来年は作
り方を考えなくちゃ！

和田 寛子
（観光地域づくり支援）
悔しかったですね～！
悔しかったです！でも
がんばりました…初出
場なのでね、来年もが
んばります！

　2 月16日（日）待望の雷電東御場所が中央公
民館で開催されました。山本・水間・和田・平井・
藤井・畑中・堀田隊員で初参戦。（協力隊の力士

「おこし山」のモデルになった下岡隊員は国体ス
キー出場のため、欠席）今年は参加チームが最

大の 32 チーム。会場は子どもから大人
まで満員御礼、ものすごい熱気でした。
　初戦、「おこし山」は土俵上をぐるっ

と回りながらも勝利～！！しかし二回戦
は、北御牧小学校 2 年生ねずみだるまに

あえなく敗退。あっけなく終わってしまった
今回の東御場所、来年も出場する気満々です。
力士のキャラクターや作り方を研究して挑んで
いきま～す！

協力隊の交流会に出席しました！
　長野県では、地域おこし協力隊ステップアップの研修として初
任者研修、スキルアップ研修、OB や OG を呼んだ交流会を実施
しています※。上田地域定住自立圏（上田市・東御市・青木村・
長和町・立科町・嬬恋村）のランチ交流会が上田市塩田公民館
で開催。調理実習室で総勢 14 名が 4 チームに分かれて、お豆
研究会の指導のもと豆腐づくりや、リンゴ丸ごとクレームブリュレ
とおからサラダを作りながら、和気あいあいと会話が進みます。
　このほか、大豆の炊き込みご飯やおから肉そぼろと盛りだくさ
んの大豆料理をいただきました。こうやって、地域も分野も様々な
活動をしている協力隊が集まって、信州の食を知り、ネットワーク
づくりが出来ることは今後の活動の展開にも大変励みとなります。

※ご参考までに
県内の地域おこし協力隊の活動状況（平成 31年 4 月1日時点）
地域おこし協力隊導入市町村数：68 市町村　隊員数：353名

平井 義一（農畜産物の生産進行支援） 藤井 幸子（文化振興支援）

隊員通信
堀田 光彦（地域づくり移住定住支援）

　東御市に移住してから半年が過ぎました。10 月の天
空の芸術祭を終えた後、片付けや今年の芸術祭に向け
て準備を始めています。
　その他、みまきアートクラブ主催のワークショップに
講師として参加させて頂きました。1 月 18・19 日には
短い時間で対象を捉えて紙に描くクロッキー大会を行
い、翌週の 25・26 日には砂の塊を彫って作るサンドアー
ト体験教室、2 月 2 日には猫の置き物を作る鋳金ワー
クショップを行いました。また、2 月 7 日に北海道で開
催された「第 20 回なよろ国際雪像彫刻大会 JAPAN 
CUP」にて初めての雪像に挑戦してきました。15カ国
19チームの中でTeam H( 保坂俊彦・堀田光彦・林真理 )
として出場し、7 個ある賞の中で観光協会会長賞を頂き
ました。
　天空の芸術祭実行委員と
して活動すると共に引き続
き彫刻家としての活動も続
けていきたいです。市内で
も砂像や雪像・鋳造などの
作品を作って発表していけ
ればと思っています。

「第20回なよろ国際雪像彫刻
大会JAPAN CUP」入賞作品
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１
月
18
日
・
19
日
の
２
日
間
に
わ
た
り

手
作
り
に
よ
る
巨
大
紙
相
撲
力
士
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
中
央
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

地
元
出
身
の
天
下
無
双
力
士
雷
電
為
右

衛
門
を
称
え
、
２
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た

３
回
目
と
な
る
「
ど
ん
ど
こ
！
巨
大
紙
相

撲
大
会
雷
電
東
御
場
所
」
の
前
段
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
内
外
か
ら
全
32
組
が
参
加
し
、
竜
や

怪
獣
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
そ
れ
ぞ
れ
思
い

思
い
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
身
長
1
9
7
㎝

の
力
士
を
制
作
し
、
木
製
の
土
俵
を
た
た

い
て
戦
う
初
稽
古
を
行
い
ま
し
た
。

　

制
作
す
る
力
士
は
、
基
準
に
合
わ
せ
て

下
絵
を
描
き
、
寸
法
確
認
の
「
新
弟
子
検

査
」
を
受
け
た
後
、
段
ボ
ー
ル
を
切
っ
て

色
付
け
を
し
、
紙
人
形
力
士
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

1
月
18
日
・
19
日
、
北
御
牧
庁
舎
一
階

の
市
民
交
流
サ
ロ
ン
に
て
、
み
ま
き
ア
ー

ト
ク
ラ
ブ
（
御
牧
ふ
れ
あ
い
の
郷
づ
く
り

協
議
会
）
主
催
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ク

ロ
ッ
キ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ク

ロ
ッ
キ
ー
と
は
え
ん
ぴ
つ
や
木
炭
を
使
っ

て
、
短
時
間
で
モ
チ
ー
フ
を
描
く
素
描
の

こ
と
で
、
デ
ッ
サ
ン
力
を
養
い
ま
す
。
講

師
に
堀
田
光
彦
さ
ん
（
地
域
お
こ
し
協
力

隊
、
彫
刻
家
、
サ
ン
ド
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

を
お
呼
び
し
、
皆
さ
ま
真
剣
な
眼
差
し
で

ク
ロ
ッ
キ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
介
護
の
合
間
の
息
抜

き
が
で
き
ま
し
た
」「
基
礎
を
学
ぶ
こ
と

で
、
今
ま
で
自
分
の
描
き
方
が
独
り
よ
が

り
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」
と
の

感
想
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
方

が
元
気
に
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

地
域
づ
く
り
通
信

小
学
校
区
単
位
の

2020年
3月号

　

１
月
５
日
、
子
育
て
教
育
文
化
部
会
・

育
成
会
長
会
主
催
の
「
和
地
区
新
春
書
き

初
め
大
会
」
を
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
和

小
学
校
３
～
６
年
生
の
児
童
40
名
が
参
加

し
、
高
橋
麦
宇
先
生
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
熱
心
に
学
年
ご
と
の
課
題
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
書
く
枚
数
を
重
ね
る
ご
と
に
み
る

み
る
上
達
す
る
子
も
い
て
、
開
始
か
ら
１

時
間
半
あ
ま
り
真
剣
に
書
道
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
御
牧
ふ
れ
あ
い
の
郷
づ
く
り
協
議
会

　
☎
67

－

１
０
１
０

●
問
い
合
わ
せ
先

　
し
げ
の
里
づ
く
り
の
会

　
☎
71

－

７
５
８
１

和
地
区
新
春
書
き
初
め
大
会

和
地
域
づ
く
り
の
会

御
牧
ふ
れ
あ
い
の
郷

　
　
　
　 

づ
く
り
協
議
会

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ク
ロ
ッ
キ
ー
大
会

●
問
い
合
わ
せ
先

　
和
地
域
づ
く
り
の
会

　
☎
62

－

０
２
０
１

巨
大
紙
相
撲
大
会 

雷
電
東
御
場
所

力
士
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

し
げ
の
里
づ
く
り
の
会

　

書
き
初
め
大
会
終
了
後
は
、
ス
タ
ッ
フ

が
朝
か
ら
準
備
し
た
つ
き
た
て
お
餅
が
ふ

る
ま
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
美
味
し
そ
う

に
ほ
う
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
晴
天
に
も
恵

ま
れ
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
新
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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▲想定訓練のようす

　昭和24年１月26日に現存する最古の木造建造物である法隆
寺（奈良県斑鳩町）の金堂が炎上し、壁画が焼損したことから、
昭和30年より₁月26日を文化財防災デーに定められました。
　市内でもこの日に合わせて防災訓練が行われており、今年は
下之城の両羽神社で神社が燃えた時の想定訓練が行われました。
　訓練には消防署や消防団のほか神社の氏子総代、近所の住民
が参加し、地域の文化財を火災から守る対応を確認しました。

地域文化財を守る
文化財防災デー

　公益社団法人読書推進運動協議会では、読書の推進に優れた取
り組みを行っている団体に対して表彰を行っています。
　今回、市立図書館で絵本の読み聞かせなどを行っている「おは
なしたまご」がその活動を評価され、選考の結果表彰されました。
　₁月18日、表彰の伝達式が市立図書館で行われ、代表の宮

みや

嶋
じま

千
ち

春
はる

さんとメンバーの土
つち

屋
や

宏
ひろ

美
み

さんは、「私たちおはなしたまごの
活動が出会いの場となり、一人ひとりの子供たちが心豊かでたく
ましく育ってくれることを願っています」と話していました。

全国優良読書グループ
おはなしたまごが受賞

▲おはなしたまご代表　宮嶋千春さん（右）
　おはなしたまごメンバー　土屋宏美さん（左）

1歳の誕生日おめでとう！
（3月生まれ）とうみっ子!!す す 育

く く て

　住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・
TEL・コメント50字程度を添えて、shiho-tomi@city.
tomi.nagano.jpへメールいただくか、現像した写真
（うらに氏名を記入）を企画振興課広報担当までお送り
ください。締め切りは、3月9日（月）必着。※原則、毎
月８日が締め切りとなります。

（対象者 4 月生まれの １
●

 歳）☆募集します！！☆

小
こやばし

林　美
み

桜
お

菜
な

ちゃん（西海野）
（H31.3.3生）

若
わかばやし

林　波
な

歩
ほ

ちゃん（滝ノ沢）
（H31.3.27生）

長
なが

岡
おか

　沙
さ

來
ら

ちゃん（大石）
（H31.3.22生）

濱
はま

村
むら

　大
だい

知
ち

くん（常田）
（H31.3.5生）

傘
かさ

木
ぎ

　蓮
れん

介
すけ

くん（原口）
（H31.3.23生）

みおちゃん1歳の誕生日おめでとう！
３人のお姉ちゃんのことが大好きな
みおちゃん。
大きくなっても仲良し姉妹でいてね
(^^)

お誕生日おめでとう♥
かわいいなほちゃんが、みんな大好
きです。
お兄ちゃんと一緒に、元気に大きく
なってね。

笑顔がかわいい、さらちゃん！
たくさん遊んで、たくさん食べて、
たくさん寝て
おおきくなぁれ♪

一歳おめでとう！
いつも茶目っ気たっぷりな大ちゃん
にパパとママはメロメロです♥
我が家にやってきてくれてありがと
う。一緒にいっぱい遊んで大きくな
ろう！！

れん君 1歳お誕生日おめでとう☆
るな＆ゆずお姉ちゃんと仲良く元気
に大きくなってね♥
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5
・
10
▼	

消
防
団
小
型
ポ
ン
プ
引
渡
式

	

（
第
一
分
団
第
五
部
、大
日
向
部
）

訂正とおわび
　市報とうみ2月号（No.190）
21頁ご芳志に誤りがありまし
た。次のように訂正しておわ
び申し上げます。

正 個人版ふるさと寄付金

個人版寄付金誤

▲調印する香川学長

食を通して健康に
女子栄養大学との連携協力に関する

包括協定を締結

　₂月13日、上田交通安全協会は自転車の交通安全ルールな
どを書いたマンガ本「自転車交通ルールを学ぼう！」を市内
の小中学校に寄贈しました。
　同本は二人乗りの禁止や、夜間のライト点灯など自転車に
乗る際のルールがマンガで書かれているため、小中学生に
とっても親しみやすく楽しく学べる内容となっています。

楽しく学んで正しく学ぶ
交通ルールを学ぶマンガ本が寄贈

2
・
16
▼
ど
ん
ど
こ
！
巨
大
紙
相
撲

　
　
　
　
大
会
雷
電
東
御
場
所

2
・
1
▼	

交
通
少
年
団
退
団
式

▶出来上がりの
　イメージ

　祢津小学校は丸山晩霞記念館協力のもと、東京オリ
ンピック・パラリンピック参加各国を応援する「ジャ
パンアートマイル壁画プロジェクト」に参加しています。
　この活動は市のホストタウンであるモルドバ共和国
の応援壁画を作成するもので、祢津小学校の₆年生が
自分たちでデザインを考え作成しています。取材で訪
れた₂月14日には色付けも終盤にかかり出来上がりま
であと一歩。制作した壁画はオリンピック関連イベン
トなどで公開を予定しています。

東京オリンピック・パラリンピック
モルドバ共和国の応援壁画を作成

▲作成のようす

　₂月14日、市は女子栄養大学と、両者が包括的な連携と協力のも
と、各々の資源の相互活用と人的交流を行い、豊かな地域社会の形
成・発展と人材育成に寄与することを目的に包括協定を締結しました。
　女子栄養大学は、湯の丸高原へ高地トレーニング合宿に訪れるア
スリートに提供する食事について、大学が保有するスポーツ栄養に
関する専門知識等で栄養管理といった観点からサポートをします。
　また、大学が持つ食育に関するノウハウを活用し、市民が健全な
食生活を身につけ、生涯にわたっていきいきと暮らすことができる
地域を目指します。

▲寄贈されたマンガ本

で
き
ご
と
短
信
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I・J・U
楽しんで
　ます！！
　東御市へ来た方、戻って
きた方から、選んだ理由や
魅力を紹介します。

とうみ

ぐらし

い

じゅ

う
市 報

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）とさせていただきます。
　なお、問い合わせ先の市外局番（0268）は省略しています。

市のデータ

市内交通事故統計 1月分
令和 2 年 1 月31日現在

当月分 累　計
（注1）

前年比

件 　 数 8件 8件 ＋ 5名

傷 　 者 8件 8件 ＋ 2名

死者（注2） 0名 0名 ±0名

（注1）令和２年１月からの累計
（注2）事故発生後24時間以内の死者数

＝1月の火災・救急件数＝

火災 1件（ 1件）
救急 100件（100件）

※カッコ内は令和2年1月からの累計

とうみの気象記録
（観測地点：東御消防署）

こちら119（東御消防署）人の動き（ 2月１日現在）

令和2年1月 平成31年 1月

最高気温 12.7℃（29日） 10.7℃（15日）

最低気温 − 5.5℃（22日） − 8.7℃（10日）

平均気温 2.6℃　 − 0.6℃

降 水 量 20.5㎜ 1.5㎜

※平成27年11月分から新しい観測システムによる
データを掲載しています。

※カッコ内は前月対比
資料:住民基本台帳 東御消防署　☎62－ 0119

たき火を実施する際は消防署へ連絡し、 
必ず消火のできる準備をしましょう。

※いずれも利用料は無料ですが、通信費は利用者負担となります

スマートフォン、
タブレットでも！
マイ広報紙

マチイロ
市報

世帯数
	12,115世帯（−12）
総人口
	 30,048人（−30）
男	14,873人（−13）
女	15,175人（−17）

転入	 59人
転出	 70人
出生	 18人
死亡	 35人
その他	2人減

●	

発
行
／
長
野
県
東
御
市

	

〒
３
８
９
︱

０
５
９
２　

長
野
県
東
御
市
県
２
８
１
︱

２

●	

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
６
８（
64
）５
８
０
６

●	

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
８（
63
）５
４
３
１

●	E
-m
ail shiho-tom

i@
city.tom

i.nag
ano.jp

●	
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w
w
.city.tom

i.nag
ano.jp/

●	
編
集
／
東
御
市
企
画
振
興
部
企
画
振
興
課

●	
印
刷
／
㈱
ア
オ
ヤ
ギ
印
刷

令
和
2
年
3
月
1
日
発
行

編 集 後 記

　もうすぐ１年生の撮影で各園に
お邪魔しましたが、体を動かす子
やカメラを見てくれない子などが
いて大苦戦。園児たちの気を引く
ためにとっさに出てきたフレーズ
が「3.2.1ドン！」…。どなたか子
どもたちの注目を集める魔法のフ
レーズがあれば教えてください。
	 （市報担当　上野）

今
月
は
市
内
で
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
を
栽
培
し
て
い
る

米
倉
利
典
さ
ん
に
東
御
市
の
魅
力
を
聞
き
ま
し
た
。

〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜

　
私
は
、
さ
い
た
ま
市
出
身
で
、
東
京
都
内
で
長
年

会
社
勤
め
を
し
て
い
ま
し
た
。
同
時
に
友
人
と
世
界

中
の
色
々
な
ワ
イ
ン
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
が
、
残

り
の
人
生
を
ワ
イ
ン
に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
一

念
発
起
。
都
内
で
の
ワ
イ
ン
バ
ー
＆
ワ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
経
営
を
経
て
、
ワ
イ
ン
造
り
を
目
指
す
こ
と
に
な

り
、
果
樹
栽
培
や
ワ
イ
ン
造
り
を
学
ぶ
環
境
が
整
っ

て
い
る
東
御
市
に
移
住
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
7
年
に
信
州
う
え
だ
フ
ァ
ー
ム
と
千
曲
川

ワ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
の
3
期
生
と
し
て
、
東
御
市
で

の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
信
州
う
え
だ
フ
ァ
ー
ム

の
研
修
で
は
、
ブ
ド
ウ
、
リ
ン
ゴ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

な
ど
を
定
植
か
ら
収
穫
ま
で
携
わ
る
こ
と
で
、
農
業

経
験
ゼ
ロ
か
ら
新
規
就
農
す
る
た
め
の
基
礎
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
千
曲
川
ワ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

で
は
、
日
本
の
ワ
イ
ン
界
を
代
表
す
る
講
師
陣
か
ら
、

ブ
ド
ウ
栽
培
、
ワ
イ
ン
醸
造
、
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
な

ど
、
ワ
イ
ン
造
り
を
始
め
る
ま
で
の
基
礎
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
野
県
や
東
御
市
で
は
、
ブ
ド
ウ
栽
培
や

ワ
イ
ン
に
関
す
る
様
々
な
研
修
、
会
合
、
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
生
産
者
の

方
々
、
地
域
住
民
の
方
々
、
行
政
の
方
々
、
消
費
者

の
方
々
な
ど
、
実
に
多
く
の
方
々
と
短
期
間
に
お
知

り
合
い
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
事
あ
る
ご
と
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
移
住
者
を
受

け
入
れ
て
頂
け
る
組
織
的
な
環
境
、
山
と
緑
に
囲
ま

れ
て
標
高
差
が
あ
り
、
降
雨
量
が
少
な
い
果
樹
栽
培

に
適
し
た
環
境
、
と
っ
て
も
頼
り
に
な
る
地
元
の

方
々
や
同
じ
生
産
者
の
方
々
な
ど
に
支
え
て
頂
け
る

環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
、
東
御
市
の
魅
力
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
今
は
、
主
に
祢
津
地
区
御
堂
と
鞍
掛
地
区
金
井
に

欧
州
品
種
の
ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ
を
約
10
種
類
ほ
ど
定
植

し
て
、
品
種
の
個
性
を
楽
し
め
る
ワ
イ
ン
造
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
造
っ
た
ワ
イ
ン
で
、
地
元
の
方
々

を
始
め
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
皆
様
と
一
緒
に
乾

杯
す
る
日
を
楽
し
み
に
、
日
々
の
農
作
業
に
励
ん
で

い
ま
す
。

〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜

　
次
号
は
、
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
栽
培
に
人
生
を
か
け

て
い
る
鈴
木
輝
さ
ん
で
す
。

とうみの好きな所は？Q

米
よね
倉
くら
　利

とし
典
のり

さん
（出場）

出身地：	埼玉県さいたま市
	 Ｉターン


